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１．教育課程編成 

ディプロマ・ポリシーに掲げる知識と能力を修得するために、教養、基礎医学、臨床

医学に関する体系的で組織的な教育を提供します。知識に偏重した旧来型の教育ではな

く、学修成果基盤型教育を行います。 

 

２．教育内容･方法   

1) １年次は教養教育が中心となります。医学への準備教育や自然科学、人文・社会科

学および外国語に関する知識、医師としての倫理を学びます。また、入学後早い時期

に医療の現場を体験する早期臨床体験実習や、３学部合同で患者の生の声を聞き、学

生同士で意見交換し、その内容を発表するケアマインド教育などで、能動的学習やコ

ミュニケーション能力の獲得を目指します。 

2) １年次後半から臨床の基礎となる基礎医学の領域を中心として学びます。肉眼解剖

から遺伝子レベルに至る人体の構造と機能を学び、さらに病気の病態、病因、薬物の

作用、および社会と疾病の関わりについても学びます。  

3) ３年次に行う基礎配属では、自分の興味のあるテーマを選び、基礎医学講座（社会

医学系講座を含む）･先端医学研究所研究部･共同利用施設･人体病理学講座の研究室

で実際の研究に触れます。大学院準備課程（M.D.-Ph.D コース）で自身の研究を継続

することもできます。 

4) ３年次後半から４年次終了まで学ぶ臨床医学では基礎医学・社会医学との連携を図

り、臓器別に疾患の概念、診察、検査、診断、治療の基本を系統的講義で学びます。

少人数グループにわかれ、症例シナリオを用いる問題基盤型学習も含まれます。 

5) 共用試験に合格した学生は Student Doctor として５年次から臨床実習を行います。

臨床実習では、すべての科を網羅的に実習するとともに長期間の診療参加型実習を学

内外で行い、臨床推論能力を含めた実践的な臨床能力の獲得を目指します。 

6) 地域実習および国際交流を積極的に行い、広い視野を養い、地域社会および国際社

会で活躍できる資質を習得する教育を行います。 

 

３．学修成果の評価方法 

シラバスに記載された学修目標について、授業中の小テストや発表、レポート、筆記

試験、実技試験などの多面的な評価方法により、それぞれの到達状況を客観的に評価し

ます。４年次、６年次に行われる医療系大学間共用試験実施評価機構による CBT

（Computer Based Testing）、Pre-CC OSCE（Clinical Clerkship Objective Structured 

Clinical Examination）、Post-CC OSCE などの試験も評価に含めます。 

 

 


